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５．１．（当座預金） ２，７６０，０００ （割引手形） ２，８００，０００
（支払割引料） ４０，０００
６．３０．（割引手形） ２，８００，０００ （受取手形） ２，８００，０００
備忘記録法：














５．１．（当座預金） ２，７６０，０００ （受取手形） ２，８００，０００
（手形売却損） ４０，０００
（手形保証債務費） ２８，０００ （手形保証債務） ２８，０００
〈（手形割引保証債務費）〉 〈（割引手形保証債務）〉
〈（手形割引保証債務）〉

























































（仕 入） １，０００，０００ （手形貸付金） １，０００，０００


































１２ 松山大学論集 第２１巻 第６号










月 日 月 日 月 日 丁数 摘要
５２５ R社 得２／受有 x ７０ 約 ３０３ R社 R社 ５２５ ８２５ A銀行 X支店 ８２５ 受有 x 取立済
１２５ S社 得５／受有 x ６０ 為 １２３ R社 S社 １２２５ ４２５ A銀行 X支店
２２５ R社 得２／受有 x ８０ 約 ４４４ R社 R社 ２２５ ５２５ A銀行 X支店 ３２８ 受有 x 割引
３３１ 受取手形／売掛金 ４／３ ２１０































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































割引手形について： （手形保証債務費） ４ （手形保証債務） ４
裏書手形について： （手形保証債務費） ３ （手形保証債務） ３
翌期に，前期の手形の回収不能（６とする）が確定し，債権を放棄したとき，
次の仕訳を行う。
（手形保証債務） ６ （不 渡 手 形） ６
一方，当期の不渡手形の回収不能が確定した時には，前掲のように次の仕訳を
行う。





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２０ 松山大学論集 第２１巻 第６号
受取手形 １，０００，０００
割引手形 ２００，０００
貸倒引当金 ４０，０００
受取手形（純額） ７６０，０００
７）収益費用アプローチの下で計上する場合には，引当金として計上すべきものである。
８）例えば，沼田嘉穂 『簿記教科書』五訂新版，同文舘出版，平成１１年，１５６－１５７頁参照。
９）その後の処理は，洗替法か，差額計上（補充）法による。ただし，資産負債アプローチ
が求めるものが期末の状態のみであるとすれば，差額計上法で十分である。
１０）素人には支払手形が分かりやすい。しかし，支払手形勘定は既に使用されている。
１１）清水茂良「簿記の認識と会計の認識」２３６頁。
１２）清水，「簿記の認識と会計の認識」２３７頁。
資産負債アプローチの下での簿記・考 ２１
